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資料：社会保障審議会介護保険部会（第134回）（令和8年3月9日） 2

介護保険事業計画の策定について

資料：第135回社会保障審議会介護保険部会資料（令和8年6月29日） 1



第10期介護保険事業計画策定に向けた準備について

資料：令和７年度全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議資料（令和8年3月11日）

(令和6年度) (令和7年度)          (令和8年度)      (令和9年度)  (令和10年度) (令和11年度) 

実態把握調査 ➡ ➡ ※計画策定

2



資料：社会保障審議会介護保険部会（第134回）（令和8年3月9日） 6

第10期介護保険事業計画の作成に向けたスケジュール

資料：第135回社会保障審議会介護保険部会資料（令和8年6月29日） 3
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【R7実態調査】
1.介護予防・日常生活
圏域ニーズ調査
(65歳以上未認定者)

2.在宅介護実態調査
(認定者及び家族）

3.第2号保保険者ニー
ズ調査(40～64歳)

4.介護人材実態調査
(事業所調査)

介護保険事業計画の作成プロセスと支援ツールイメージ

資料：第135回社会保障審議会介護保険部会資料（令和8年6月29日）

※令和8年度

【集計分析ツール】
1.見える化システム反映
2.自動集計ソフト・認定
ソフト反映

4.自動集計ソフト反映
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資料：社会保障審議会介護保険部会（第134回）（令和8年3月9日） 7

第10期介護保険事業計画の見直し

資料：東北厚生局 令和8年度地方厚生(支)局共催セミナー（令和8年5月25日） 5



第10期介護保険事業計画に向けて

資料：東北厚生局令和8年度地方厚生(支)局共催セミナー（令和8年5月25日） 6

(H12～H26） （H27～R8) （R9～）

・・・・・・・・・・・・・・・①
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・②

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・③
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・④

・・・⑤
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑥

※次ページ以降の
留意事項を参照
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第10期介護保険事業計画の策定に向けた事前準備に関する留意事項

資料：厚生労働省老健局通知（令和8年3月26日付け事務連絡）

令和７年12月25日に社会保障審議会介護保険部会でとりまとめられた「介護保険制度の見直し
に関する意見」においては、2040年には、介護と医療の複合ニーズを抱える85歳以上人口、認知
症高齢者、独居の高齢者等の増加と同時に、生産年齢人口の減少が見込まれる中、地域の規模に
よって高齢化・人口減少のスピードに大きな差が生じること等も踏まえ、地域の状況に応じた、きめ
細かな対応が求められている。

【計画手順①】
◆介護サービスの種類ごとの量に関する中長期的な推計
・中長期的な推計は、市町村全体及び地区・地域別の状況を確認。
・サービス見込量は、2040年度を含む中長期的な推計を記載。中長期的な推計は、見える化
システムを活用し、自然体推計を基本として算出。その際、上記地域分析の他、医療・介護連携
や高齢者向け住まい等の状況を把握し、勘案することが適当。

②地域の分類に基づくサービス提供体制の確保

【計画手順②】
◆サービス提供体制に関する足下の課題
◆中長期的なサービス提供体制の確保に関して取り組むべき事項

・中長期の人口や見込量推計を確認し､現在の事業所の分布
・稼働状況等を勘案し、足下のサービス提供体制に関する課題を整理。
・人材確保や生産性向上等の施策や特例介護サービスの活用、医療・介護連携、高齢者向け住
まいの対応など、具体的なサービス確保方策について、地域の関係者を含めて議論。
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①介護サービスの種類ごとの量に関する中長期的な推計



第10期介護保険事業計画の策定に向けた事前準備に関する留意事項

資料：厚生労働省老健局通知（令和8年3月26日付け事務連絡）

【計画手順①】
◆慢性期の医療需要に対応する医療・介護提供体制に係る地域課題及び対応のあり方

・慢性期の患者が増加し、医療機関、介護保険施設等、在宅のいずれかでケアされる状況の
中、こうした患者、利用者の受け皿の確保に向けて、医療と介護で一体的に提供体制を考え
る必要がある。
・総合確保方針に基づく協議の場を計画の検討の初期段階から開催し、以下の点について、
議論を行う。
①現行の地域医療構想に基づき慢性期の医療需要に対応する医療・介護提供状況の確認

※現状、慢性期患者をどこで受け止めているか等
②地域における慢性期医療需要への対応に関する課題の確認

【計画手順②】
◆介護施設と協力医療機関のマッチング支援
◆入退院支援等の場で患者、利用者への治療・ケアの観点で地域で浮かび上がった課題及び

解決策の検討結果
・令和６年度同時改定において、施設等における高齢者の急変時における対応等を念頭に、
介護保険施設と、協力医療機関との連携を強化する改定を行ったが、協力医療機関につい
て、協力医療機関が確保できていない福祉施設・介護施設が一定程度あり、地域差も大きい
との指摘がある。
・総合確保方針に基づく協議の場において、高齢者施設等と協力医療機関の連携について、
未対応の施設へのマッチングに向けた議論を行う。
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③医療・介護連携の推進



第10期介護保険事業計画の策定に向けた事前準備に関する留意事項

資料：厚生労働省老健局通知（令和8年3月26日付け事務連絡）

⑤介護人材確保と職場環境改善に向けた生産性向上、経営改善支援等

【計画手順①】
◆有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅（サ高住）における入居定員総数の見込み量
等への勘案

・現行、有料老人ホームとサ高住の入居定員総数は介護保険事業（支援）計画における都道府
県及び市町村の任意記載事項。有料老人ホーム等が多様な介護ニーズの受け皿となっている
状況を踏まえ、これらの入居定員総数も踏まえて介護サービスの見込み量を考えていく必要。
・都道府県等において把握している情報をもとに入居定員総数等の情報を市町村に提供し、
計画素案の中に反映。※R８.７月を目途に各市町村へ情報提供。

＜令和９年度以降のサービス見込量への勘案のイメージ＞
・市町村において、有料老人ホーム・サ高住における入居定員総数等を踏まえ、在宅サービス利用者のうち
高齢者向け住まい入居者の概数が可視化されるため、これを特定施設入居者生活介護をはじめとする
サービスの必要な整備量の見込みを定める参考とすることを想定。

【計画手順①】
◆介護人材確保に向けた取組・目標

・地域の関係者が地域の実情等の情報を収集・共有・分析し、課題を認識した上で、協働して
課題解決に向けた実践的な取組を推進するため、都道府県が主体となり人材確保に関する
プラットフォームを構築。
・多様な人材の確保、魅力の向上、外国人材の受入環境整備等に取り組む上で、地域ごとに具
体的な目標（定量的な目標値、時期等）を掲げ、重点事項を明確にした上で取組を実施。

◆人材推計について
・サービス見込量に応じた需要推計を行うとともに、供給推計について精緻化を行う。
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④高齢者向け住まいの設置状況等の勘案
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第10期介護保険事業計画の策定に向けた事前準備に関する留意事項

資料：厚生労働省老健局通知（令和8年3月26日付け事務連絡）

【計画記載事項】
◆認知症施策（特に医療資源、介護サービス、社会参加）に関する現状の確認
◆今後の方向性

・認知症の人の推計、社会参加の場、認知症の人を地域で支えるために必要な医療資源、介護
サービス等について、現状を確認した上で、共生社会を実現するために必要な今後の具体的
な取組を定めて記載する。

・例えば、認知症の人と家族等の参画を得ながら、
①社会参加の機会の確保に向けた取組（認知症カフェや本人ミーティング、ピアサポート活動

といった社会参加の機会・場）
②若年性認知症支援コーディネーターや認知症地域支援推進員の配置
③医療・介護の体制（初期集中支援チームやサポート医、認知症疾患医療センター等）

について、設置箇所数・活用状況、果たしている機能等の現状を確認し、今後の姿を示し、そ
の姿の実現に必要となる取組を定めて記載する。

・認知症に対する医療・介護の体制について医療・介護の両方の観点から地域全体で確認する
ため、
①介護保険事業（支援）計画の策定の際に都道府県と市町村で話す場。
②地域における医療及び介護を総合的に確保するための基本的な方針（総合確保方針）に基

づく医療と介護の協議の場などにおいて、都道府県と市町村が相互に確認する。

10

⑥認知症施策の推進
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第10期介護保険事業計画の基本指針（大臣告示）のポイント（案）

資料：第135回社会保障審議会介護保険部会資料（令和8年6月29日） 11

○2040年にかけて地域のサービス需要が変化していく中で、第10期介護保険事業（支援）計画から、都道府県が積極的
に関与しながら、2040年等の中長期の介護サービス見込量を見据えて策定していくことが更に重要となる。

○その際、「中山間・人口減少地域対応」「医療・介護連携」「高齢者向け住まい」「人材確保、生産性向上・経営改善支援」等に
ついて、第９期までの取組を前提に、第10期計画における位置付けを明確化した上で、必要な取組を進めることが必要。



【高齢者保健福祉計画】
老人福祉法第20条の８に規定
される「市町村老人福祉計画」に
位置付けられる計画で、高齢者
施策に関する基本的方向性や目
標を設定し、その実現に向けて
取り組むべき施策を定めるもの。

【介護保険事業計画】
介護保険法第117条第１項に基
づき介護保険サービスの種類や
サービス見込み量を定め、事業
費の見込等を明らかにするとと
もに、保険給付の円滑な実施を
確保するために定めるもの。

【認知症施策推進計画】
共生社会の実現を推進するため
の認知症基本法第13条第１項に
規定される「市町村認知症施策
推進計画」に位置付けられる計
画で、認知症の人が尊厳を保持
しつつ希望を持って暮らすこと
ができるよう、認知症施策を総
合的かつ計画的に推進するもの。

1

本市における各種計画の関係性について

【高齢者保健福祉計画】
（老人福祉法）

市町村は、老人福祉事業
の供給体制の確保に関す
る計画を定める。

【介護保険事業計画】
（介護保険法）

市町村は、基本指針に即
して、３年を１期とする介
護保険事業に係る保険給
付の円滑な実施に関する
計画を定める。

【認知症施策推進計画】
（認知症基本法）

国の「認知症施策推進基
本計画」を基本とし、市町
村の実情に即した計画を
定める。

【保健福祉総合支援センター】 【長寿福祉課介護保険担当】 【保健福祉総合支援センター】

高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画は、それぞ
れの法律において、「一体的のものとして作成しなけれ
ばならない」とされている。
（老人福祉法第20条の8第7項、介護保険法第117条
第4項）

高齢者福祉計画及び介護
保険事業計画の認知症施
策に関連する事項と「調
和が保たれたものでなけ
ればならない」とされて
いる。（共生社会の実現を
推進するための認知症基
本法第13条第2項）

高齢者保健福祉計画・第10期介護保険事業計画

包含計画：認知症施策推進計画※第9期～
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【計画の位置づけ】
（令和8年4月1日現在）

4

連携

最上位計画 富谷市総合計画
基本構想・基本計画・実施計画

上位計画 富谷市地域福祉計画

富谷市高齢者保健福祉計画
地域における高齢者すべてを対象

介護保険事業計画
介護及び予防が必要な高齢者を主対象

〇富谷市健康推進計画
〇富谷市食育推進計画
〇富谷市障がい者計画・障がい福祉計画・
障がい児福祉計画

〇富谷市こども計画（とみやこどもにやさ
しいまちプラン）

〇富谷市こども未来応援プラン

連携

関連計画

〇富谷市重層的支援体制整備事業実施計画

〇みやぎ高齢者元気プラン
〇宮城県地域医療計画 〇地域福祉支援計画

宮城県 富谷市社会福祉協議会

〇地域福祉活動推進計画

包含：認知症施策推進計画

包含(〇成年後見人制度利用促進基本計画・〇生活困窮者自立支援計画・〇自殺対策計画）

本市における各種計画の関係性について

13



【計画期間】

※R８第2期地域福祉計画策定（社会福祉担当）第2期地域福祉計画
（R9～R14）

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
～

R21 R22 R23

西暦 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2039 2040 2041

高齢者保健福祉計画・
第8期介護保険事業
計画

高齢者保健福祉計画・
第9期介護保険事業
計画

高齢者保健福祉計画・
第10期介護保険事業
計画

2025年までの見通し

地域福祉計画（R3～R8）※福祉計画の上位計画

2040年までの見通し

高齢者保健福祉計画・
第14期介護保険事業
計画

5

第2期地域福祉計画
（R9～R13）

本市における各種計画期間について

団塊の世代が
全て75歳に到達

団塊ジュニア世代が
65歳以上に到達

14

介護と医療の複合ニーズを抱える85歳以上人口、
認知症高齢者、独居高齢者等の増加と同時に、生
産人口の減少が見込まれる。
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高齢者保健福祉計画・第10期介護保険事業計画（基本理念・基本目標など）

基本理念

「高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしく生涯を過ごせるまちづくり」

※継承

第9期介護保険事業計画の基本的考え方や目的等を踏襲し、高齢者が住み慣れた地域でその有する能力に応じ
て自立した日常生活を営むことができ、地域や個人がかかえる生活課題を解決できるよう「我が事・丸ごと」の包
括的な支援体制を積極的に展開していくため、基本理念である「高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしく
生涯を過ごせるまちづくり」を継承します。

基本目標

1.高齢者が自身の健康を守ることができるまち
2.高齢者が自分らしく安心して暮らせるまち

事業体系（基本方針）

１．心と体の元気づくりの推進
2.共に支える地域づくり
3.安心できる在宅生活のための環境づくりの推進

基本理念の実現のため、2つの基本目標について、第9
期計画より継承を予定し、更なる事業の展開や深度化を
図ります。

※継承予定

※一部改訂予定

※第2次富谷市総合計画（R８～R１７）
基本目標4「子どもから高齢者まで誰もが普段の暮らしに幸せを感じながら生き生きと暮らせるまち」

4.地域包括ケアシステムの深化
5.認知症施策の推進
6.介護保険事業等の推進

※第2回介護保険運営委員会にて資料提出
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富谷市高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画の構成

16

第1章 計画の基本的な考え方①【案】

第1 計画策定の趣旨
1．計画策定の背景と目的
2．計画の位置付け
3．計画の期間
4. 「持続可能な開発目標（SDGs）」との関連
5. 第10期計画の基本指針（改正事項等）

第2 計画策定の経緯と策定体制
1．介護保険に関する実態調査の実施
2．富谷市介護保険運営委員会
3．富谷市保健福祉総合支援センター運営協議会
4. パブリックコメントの実施
5. 計画策定体制
6. 県との連携体制の整備

第3 高齢者を取り巻く状況
1．人口構造等
2．総人口・高齢者人口の推移と推計
3．高齢者世帯の状況
4．平均寿命と健康寿命の状況
5．後期高齢者医療費の推移と介護認定者の有病状況
6. 要支援・要介護認定者の推移と推計
7. 認知症高齢者数(自立度)の推移と推計
8. 総合事業対象者及び要支援者の推移と推計
9. 日常生活圏域の設定
10. 日常生活圏域別高齢者人口の推移

第4 アンケート調査結果の概要
1．調査結果から見る高齢者・介護者の状況
2．調査結果から見る課題総括（共通設問等の分析）

第1 計画策定の趣旨
1．計画策定の背景と目的
2．計画の位置付け
3．計画の期間
4. 「持続可能な開発目標（SDGs）」との関連
5. 第９期計画の基本指針（改正事項等）

第2 計画策定の経緯と策定体制
1．介護保険に関する実態調査の実施
2．富谷市介護保険運営委員会
3．富谷市保健福祉総合支援センター運営協議会
4. パブリックコメントの実施
5. 計画策定体制

第3 高齢者を取り巻く状況
1．人口構造等
2．総人口・高齢者人口の推移と推計
3．高齢者世帯の状況
4．平均寿命と健康寿命の状況
5．後期高齢者医療費の推移と介護認定者の有病状況
6. 要支援・要介護認定者の推移と推計
7. 認知症高齢者数(自立度)の推移と推計
8. 総合事業対象者及び要支援者の推移と推計
9. 日常生活圏域の設定
10. 日常生活圏域別高齢者人口の推移

第4 アンケート調査結果の概要
1．調査結果から見る高齢者・介護者の状況
2．調査結果から見る課題総括（共通設問等の分析）

第1章 計画の基本的な考え方①【現行】
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第1 施策の基本的な考え方
１．富谷市が目指す高齢者を支える環境づくり
２．富谷市の地域包括ケア方針
３．富谷市における地域包括ケアシステム（第9期事業計画）

第2 計画の将来像と基本理念
１. 中長期的な目標の将来像及び基本理念

２. 計画の体系一覧

第1 施策の展開（事業体系）
基本方針１ 心と体の元気づくりの推進
基本方針２ 共に支える地域づくり
基本方針３ 安心できる在宅生活のための環境づくりの推進

基本方針４ 地域包括ケアシステムの深化・推進
基本方針５ 認知症施策の推進
基本方針６ 介護保険事業等の推進

第2 各施策の目標・指標総括

第2章 施策の基本的考え方【現行】

第3章 施策の推進【現行】

第5 第８期計画の振り返り
1．第８期計画の指標の達成状況
2．第８期計画の事業体系と課題
3．第９期計画における方向性

第1章 計画の基本的な考え方② 【現行】

第1 施策の基本的な考え方
１．富谷市が目指す高齢者を支える環境づくり
２．富谷市の地域包括ケア方針
３．富谷市における地域包括ケアシステム（第10期事業計画）

第2 計画の将来像と基本理念
１. 2040年度を含む中長期的な目標の将来像及び基本

理念
２. 計画の体系一覧

第1 施策の展開（事業体系）
基本方針１ 心と体の元気づくりの推進
基本方針２ 共に支える地域づくり
基本方針３ 安心できる在宅生活のための環境づくりの推進

基本方針４ 地域包括ケアシステムの深化・推進
基本方針５ 認知症施策の推進(認知症施策推進計画)
基本方針６ 介護保険事業等の推進

第2 各施策の目標・指標総括

第2章 施策の基本的考え方【案】

第3章 施策の推進【案】

第5 第9期計画の振り返り
1．第9期計画の指標の達成状況
2．第9期計画の事業体系と課題
3．第10期計画における方向性

第1章 計画の基本的な考え方② 【案】
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第1 サービスの提供体制
１．介護給付適正化事業の実施
２．居宅支援・サービス事業者等への支援
3. 所得段階別の配慮
4. 保険者機能強化推進交付金等の活用

第2 地域が支える人材育成・意識の啓発
1. 地域の人材の育成と協働
2. 住民意識の啓発
3. 保健福祉・介護保険などの情報の提供

第3 事業の健全な運営管理・計画の弾力的な運用
1. 富谷市介護保険運営委員会
2. 富谷市保健福祉総合支援センター運営協議会
3. 計画の進行管理・事業評価と弾力的な運用

第5章 計画の推進に向けて【現行】

第4章 介護保険事業費の見込み・保険料の設定【現行】

第5章 計画の推進に向けて【案】

第4章 介護保険事業費の見込み・保険料の設定【案】

第1 サービス見込量の算定方法
第2 介護給付費等の見込み
1. 介護(予防)サービス利用者の推移と見込み
2. 介護(予防)サービス給付費の推移と見込み
3. 地域支援事業の推移と見込み

第3 介護保険事業費の推計
第4 介護給付費等の財源
第5 第１号被保険者の保険料
1. 第１号被保険者の保険料の算定フロー
2. 第８期計画との比較表
3. 第１号被保険者の保険料と所得段階区分

第1 サービス見込量の算定方法
第2 介護給付費等の見込み
1. 介護(予防)サービス利用者の推移と見込み
2. 介護(予防)サービス給付費の推移と見込み
3. 地域支援事業の推移と見込み

第3 介護保険事業費の推計
第4 介護給付費等の財源
第5 第１号被保険者の保険料
1. 第１号被保険者の保険料の算定フロー
2. 第9期計画との比較表
3. 第１号被保険者の保険料と所得段階区分

第1 サービスの提供体制
１．介護給付適正化事業の実施（介護給付適正化計画）
２．居宅支援・サービス事業者等への支援
3. 所得段階別の配慮
4. 保険者機能強化推進交付金等の活用

第2 地域が支える人材育成・意識の啓発
1. 地域の人材の育成と協働
2. 住民意識の啓発
3. 保健福祉・介護保険などの情報の提供

第3 事業の健全な運営管理・計画の弾力的な運用
1. 富谷市介護保険運営委員会
2. 富谷市保健福祉総合支援センター運営協議会
3. 計画の進行管理・事業評価と弾力的な運用

※2040年度を含む
中長期的な推計を実施。
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①実態調査報告書の提出

②R7介護保険運営委員会
調査結果概要、事業実
績報告等

●3/16(第4回)

③全国介護・保険高齢者保健福
祉担当課長会議

第10期介護保険事業計
画に関する事項

●3/11(基本方針の方向性) ●7月末(基本方針の提示)

④実態調査、給付実績等分析評
価

課題抽出、方針検討等

⑤見える化システム等の活用
地域分析、サービス提
供状況の確認

⑥介護保険運営委員会
調査結果、R7実績、計
画方針

●7/10(第1回)

⑦サービス見込量設定・推計
ツール確定版の提供

サービス確保策の検討
など

●サービス見込量、保険料仮設定

⑧計画骨子案作成

⑨介護保険運営委員会 計画骨子案 ●10/2(第2回)

⑩計画素案作成

⑪サービス見込量・保険料算定 県ヒアリング等

⑫介護保険運営委員会 計画素案、保険料試算 ●11/13(第3回)

⑬パブリックコメントの実施

2月 3月9月 10月 11月 12月 1月3月 4月 5月 6月 7月

2月8月 9月 10月

8月

項目 内容
R7年度 R8年度

3月 4月 5月 6月 7月 3月11月 12月 1月



「高齢者保健福祉計画・第10期介護保険事業計画」令和8年度スケジュール（案）

〇令和8年度 富谷市介護保険運営委員会（年4回予定）※いずれも午後2時開始予定（市役所3階305会議室にて）
第1回 令和8年7月10日（金） 審議内容：R7給付実績等、介護保険料収納状況、R8計画、事業開始及び廃止など
第2回 令和8年10月2日（金） 審議予定：施策評価・基本指針、骨子案及び課題検討
第3回 令和8年11月13日（金） 審議予定：計画素案、「見える化システムにおける地域分析」※        
第4回 令和9年2月5日（金） 審議予定：計画案、パブコメ結果、事業計画(見込量・保険料設定)

〇令和8年度 富谷市保健福祉総合支援センター運営協議会（年4回予定）
〇令和8年度 議会全員協議会（１２月議会、R９年2月議会予定）
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⑭介護保険運営委員会
パブコメ結果報告、計
画案・保険料改定案

●2/5(第4回)

⑮富谷市議会(本会議)
計画概要、条例改正
(地域密着分含む全5件
を予定)

議会全員協議会● 議会全員協議会●

⑯計画策定 本編、概要版印刷

⑰介護報酬改定・制度改正 　 係数設定●

1月 2月 3月
項目 内容

R7年度 R8年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

3月11月 12月 1月 2月8月 9月 10月3月 4月 5月 6月 7月

※「見える化システムにおける地域分析」 下線はシステム改修により令和8年度に把握が可能となる指標。
・人口構造：年齢三区分人口､高齢化率､世帯数（単身高齢･高齢夫婦のみ） 等 （新）人口メッシュ
・認定者数の状況：要介護認定者数、要介護認定率 等
・介護サービス等の利用状況：受給者数､受給率、事業所によるサービス提供割合 等
・介護サービス見込量（計推） ：介護サービス見込量、地域支援事業見込量
・介護保険施設・事業所の状況：介護保険施設･事業所数､利用者数､入所率、稼働率、従事者数等 （新）職員数推移
・医療介護連携の状況：医療介護連携に関する加算の算定状況 等（新）レーダーチャート

※在宅介護実態調査：家族の就業の状況・意向等
※適正化システム：高齢者向け住まいの状況：有料老人ホーム等の施設数・戸数、入居者数、定員、要介護者等の入居状況


